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第1章 市民・中高校生アンケート調査結果 
 
まちづくりに関する市民の意向を把握するため、平成 28 年にアンケート調査を実施しました。 
調査対象は、無作為層化抽出により抽出した男女 18 歳以上の住民及び市内に所在する中・高等

学校に在学する全ての生徒です。 
回収状況は発送数 6,184、回収票数 4,416 であり、回収率は 71.4％となりました。 

 
■アンケート概要 

種類 市民 中高校生 

対象者 

住民基本台帳より年齢別、地区別の

層化法により無作為に抽出した 18 歳

以上の市民 3,000 人。 

市内に所在する中学校（7 校）、高等

学校（3 校）に在学する全ての生徒

3,184 人。 

回収票 1,604 票 2,812 票 

回収率 53.5％ 88.3％ 

有効回答票※ 1,604 票 2,812 票 

有効回答率 53.5％ 88.3％ 
※全問無回答のアンケート票を除いた票 
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1. 市民アンケートのまとめ 

(1) 常陸太田市の将来像 
今後の常陸太田市のイメージについては、「生活環境の整ったまち」の 25.7%が最も多く、次い

で「医療・福祉の充実したまち」の 24.9%、「商工業の盛んなまち」の 12.5%となりました。 
 
■常陸太田市の将来像 

 
 
 

 

  

「現在の常陸太田市はどんなまちだと思いますか。また、今後、どのようなまちになればいいと

思いますか。」 

 

生活環境の整ったまち 

医療・福祉の充実したまち 

商工業の盛んなまち 

観光のまち 

自然の豊かなまち 

教育環境の整ったまち 

歴史と伝統のあるまち 

農林業の盛んなまち 

文化の香るまち 

その他 

無回答 
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(2) 優先して取り組むべき施策 
優先して取り組むべき施策については、「病院などの医療機関の整備・救急医療体制などについ

て」の 21.9%が最も多く、次いで「バスや鉄道などの公共交通について」の 17.1%、「工業団地へ

の企業の誘致による働く場所の確保について」の 13.6％となりました。 
 
■優先して取り組むべき施策 

 
 
 

 

  

「優先して取り組むべき施策と思うものを順に 3 つ選んでください。」 

病院などの医療機関の整備・救急医療体制などについて 

バスや鉄道などの公共交通機関について 

工業団地への企業の誘致による働く場所の確保について 

生活道路の拡幅、舗装、歩道、ガードレール、 
カーブミラーの整備について 

幹線道路の整備について 

防犯灯・街路灯や防犯組織など、防犯対策について 

高齢者への福祉サービスについて（生きがいづくり、 
在宅福祉サービスなど） 

ＪＲ常陸太田駅周辺、鯨ヶ丘地区、国道 349 号沿線地域の 
にぎわいの創出について 

魅力ある商業施設や娯楽施設の整備について 

介護保険サービスについて 

農業の担い手の育成や確保について 

観光施設の整備、観光イベント、観光ＰＲ、 
観光資源の活用などについて 

安全でおいしい水の安定供給について 

公共下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽などの 
整備による生活雑排水等の適正処理について 

小学校・中学校の施設、教育内容などについて 

障がい者への福祉サービスについて（社会参加促進や 
生活支援、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ、ｼｮｰﾄｽﾃｲ、ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟなど） 

中小企業の振興について 

風力発電や太陽光発電などの自然エネルギーへの 
取り組みについて 

特色ある産地の形成、地域特産品の生産強化などについて 

不法投棄への対策について 
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(3) 生活基盤・都市基盤について 
生活基盤・都市基盤について、「充実してほしい」、「やや充実してほしい」をあわせて、充実希望

度が最も高い施策は、「生活道路の拡幅、舗装、歩道、ガードレール、カーブミラーの整備について」

の 78.2%、次いで「防犯灯・街路灯や防犯組織など、防犯対策について」の 76.4%、「安全でおい

しい水の安定供給について」の 74.1%となりました。 
 
■生活基盤・都市基盤 

 
 
 

 

「今後の常陸太田市において充実すべきことは何だと思いますか。」 

幹線道路の整備について 

(平成23年調査) 

生活道路の拡幅、舗装、歩道、ガードレール、 
カーブミラーの整備について 

(平成23年調査) 

バスや鉄道などの公共交通機関について 

(平成23年調査) 

ＪＲ常陸太田駅周辺、鯨ヶ丘地区、国道 349 号沿線地域の 
にぎわいの創出について 

(平成23年調査) 

公共下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽などの 
整備による生活雑排水等の適正処理について 

(平成23年調査) 

雨水排水の整備について 

(平成23年調査) 

住宅用地の確保について 

(平成23年調査) 

消防・防災体制の充実について 

(平成23年調査) 

防犯灯・街路灯や防犯組織など、防犯対策について 

(平成23年調査) 

身近な緑地公園などの整備について 

(平成23年調査) 

遊歩道やハイキングコースの整備について 

(平成23年調査) 

安全でおいしい水の安定供給について 

(平成23年調査) 

情報通信基盤の整備について 

(平成23年調査) 

 充実してほしい やや充実してほしい どちらともいえない

あまり充実しなくてよい 充実しなくてよい 無回答
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2. 中高校生アンケートのまとめ 

(1) 優先して取り組むべき施策 
優先して取り組むべき施策については、「バスや鉄道などの公共交通機関について」の 37.1%が

最も多く、次いで「防犯灯・街路灯の整備について」の 24.4%、「魅力ある商業施設や娯楽施設の整

備について」の 21.5％となりました。 
 
■優先して取り組むべき施策 

 
 
 

 
  

「優先して取り組んで欲しいと思うものを順に 3 つ選んでください。」 

バスや鉄道などの公共交通機関について 

防犯灯・街路灯の整備について 

魅力ある商業施設や娯楽施設の整備について 

道路の幅を拡げたり歩道を整備することについて 

災害への備えについて 

病院などの医療サービスについて 

観光イベントや観光施設の整備について 

スポーツ施設の整備やスポーツ団体、指導者の育成などについて 

河川等の水のきれいさについて 

身近な緑地公園などの整備について 

安全でおいしい水の安定供給について 

小・中学校の給食の内容について 

お年寄りへの福祉サービスについて（介護サービス、 
老人ホーム、生きがいづくりなど） 

自然の生き物等の保全について 

大学などの誘致について 

生涯学習センター、図書館、パルティホール、交流センター 
ふじ、水府総合センター、里美文化センター、公民館など 

文化施設の事業の充実について 

小学校・中学校の施設、教育内容などについて 

出産や子育て支援について 

企業誘致などによる、働く場所づくりについて 

緑の豊かさについて 
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(2) 常陸太田市の将来像 
今後の常陸太田市のイメージについては、「生活環境の整ったまち」の 26.0%が最も多く、次い

で「観光のまち」の 16.5%、「自然の豊かなまち」の 10.9%となりました。 
 
■常陸太田市の将来像 

 
 
 

 

 
  

「今後、常陸太田市がどのようなまちになればいいと思いますか。今後のイメージについて、1 つ

ずつ選んでください。」 
 

生活環境の整ったまち 観光のまち 自然の豊かなまち 商工業の盛んなまち

医療・福祉の充実したまち 歴史と伝統のあるまち 教育環境の整ったまち 文化の香るまち

農林業の盛んなまち その他 無回答



 

14 

(3) 地域（近所）の行事への参加 
地域行事への参加については、「参加したことがある」が 88.4%と最も多くなりました。 

 
■地域（近所）の行事への参加 

 
 
 

 

 

 
  

「地域（近所）の行事に参加したことがありますか。」 

参加したことがある 参加したことはない 無回答
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